
地域博物館のDA関連の活動例 ― 琵琶博の取り組み― 

▪第43回 自然史標本情報発信に関する研究会

滋賀県立琵琶湖博物館 大槻達郎

ウェブ図鑑

研究調査報告

収蔵庫資料データベース(映像)

3D画像

WebGIS

動画

展示解説



・琵琶湖博物館（びわはく）のデジタルアーカイブ

展示資料・収蔵資料等の分類・整理されたデジタルデータの中でも
ホームページなどで公開され、活用されているものを中心に

・博物館クラウド＜I.B.MUSEUM SaaS＞を公開DBに活用する

現在運用しているデータベースの紹介と今後公開するWebGIS等

・デジタルアーカイブの構築を推進するための取り組み

人・もの・時間が不足している博物館業務の中で必要な事業連携等

本日の内容



琵琶湖博物館（びわはく）とは？

https://www.biwahaku.jp/about/concept.html

「湖と人間」をテーマとして、両者のよりよい未来
について、みんなで考えていくためのミュージアム

湖の生い立ち、人々の歴史、自然と私たちの暮ら
しの展示をはじめ、湖の生き物の生きた姿を見る
ことのできる水族展示もあわせもつ、総合博物館



資料分野 登録資料数 収蔵概数 2023年度登録数 2023年度受入総数

地学 107,033 136,920 9,047 2,184
動物 219,158 378,194 1,019 6,800
植物 92,049 203,922 700 394
微生物 16,357 77,885 0 0

水族（生体） 11,586 16,563 11,586 6,222
考古 1,004 1,473箱と872 2,181 0
歴史 461 239 0 0
民俗 11,463 2箱と11,490 1,351 2箱と72
環境 0 1,521 6 6

図書
153,837と
7,296ﾀｲﾄﾙ

158,000 1,572 2,123

映像 113,813 521,804 0 16,335

合計
726,761と
7,296ﾀｲﾄﾙ

1,507,410と
1,475箱 27,462 34,136と

２箱

収蔵資料数（11分野） 2024年3月末日現在

課題：ほとんどの資料はデジタルアーカイブ化が進んでいない



琵琶湖博物館（びわはく）のデジタルアーカイブ

ウェブ図鑑 研究調査報告

収蔵庫資料データベース(映像) 動画展示解説

360度展示室動画

図鑑・データベース 展示 研究関連



びわはくで公開しているコンテンツ －ホームページより－

https://www.biwahaku.jp/study/

「学ぶ・調べる」というカテゴリーに

収蔵資料・ウェブ図鑑・研究関連資料はアーカイブされている

例：研究調査報告(PDF化)

→主に研究者向け



https://www.biwahaku.jp/study/ouchi-museum.html

おうちでたのしめるコンテンツ

学芸職員だけでなく、博物館関係者(展示交流員やはしかけ)

も一緒になって作成したコンテンツ

・展示に関係する内容のうち、おうちでできるスケッチ、色塗り、工作

・展示室をより楽しむためにつくったツール



https://www.biwahaku.jp/study/fieldinfo.html

フィールドでたのしめるコンテンツ

館内・館外でも利用できるコンテンツをそろえている

・展示室をより楽しむためにつくったツール

・生き物の観察など、野外（フィールド）に行って使えるツール



ビワハクで公開しているデジタル展示資料

https://www.biwahaku.jp/exhibition/explanation.html#roomA

←展示交流員さん

交流員さんのイチオシ展示の解説

は学校の事前学習などに利用

https://www.biwahaku.jp/study/data.html



びわはくで公開しているデータベース（図鑑）

研究者だけでなく、一般の

方や広報関係者（画像デー

タベース）も利用する



博物館クラウド＜I.B.MUSEUM SaaS＞を公開DBに活用する

ウェブ図鑑

収蔵庫資料データベース

WebGIS(公開間近)

3Dモデル（データベース構築中）



博物館クラウド＜I.B.MUSEUM SaaS＞

https://welcome.mapps.ne.jp/products/cloud



多様な収蔵品を一元管理

WebGIS(公開間近)

3Dモデル（データベース構築中）



鳥類WEBGIS 地図のレイヤーを変え、当時の環境を知る

検索窓：資料名と自治体(市町)

空中写真：レイヤー化

資料数が色分けされ
ているデータ

WebGIS：データベースの情報を地図化する



白地図 全国最新写真

① ベースマップを変更することで、
プレゼン資料として活用しやすい

琵琶湖博物館周辺の地図

② 資料の採集・発見された年代の地図を投影できるため、
生物の生息していた当時の状況や環境を理解しやすい

1979-1983年の地図 現在の地図

WebGISの特徴

③ API公開設定画面で公開する項目を選択



地点選択

検索結果

詳細表示

① 資料名を検索 ② 地点の拡大 ③ IDをクリック

検索法

④ 現在と当時の環境を比較

https://dxm221vu8beq7.cloudfront.net/


データベース運用の苦労 従来
各資料に対して独自のデータベースを構築

共通項目の
決定が大変！

I.B.MUSEUM SaaSの
一元管理機能を活用して、
横断検索をするためには、
共通項目の設定が必要



デジタルアーカイブの構築を推進するための取り組み

デジタル田園都市国家構想交付金

（デジタル実装タイプ）

高速・高精度標本画像撮影

西日本自然史博物館ネットワークと
連携して事業展開

INNOVATE MUSEUM事業
（令和５年度文化芸術振興費助成金）



・人員
・備品
・技術

・意欲？

データアーカイブを推進するために必要なもの

予算獲得

デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装タイプ）

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digitaldenen/about/social-issues.html

西日本自然史博物館ネットワークと
連携して事業展開

INNOVATE MUSEUM事業
（令和５年度文化芸術振興費助成金）



琵琶湖博物館 デジタルミュージアム推進事業（デジ田）

多様なイメージを用いた デジタルミュージアム 整備 地理情報システム（GIS）を用いた 生物分布デジタルマップ 作製

「生物地図」を使って身近な生物に会いにいく回転・拡大・縮小できる３D資料で
実物を「触っている」ような新体験！

・３D資料 ホームページで公開し、

いつでもどこでも閲覧可能

・電子図鑑に掲載された生物を館内で

  観察できる

事業効果 ①展示物等に対する興味関心を創出
②ＩＣＴを活用した学習の補助や環境学習の充実

生き物のどこにいるかが

一目で分かるので、誰でも

身近な生き物を探しにいける

３Ｄだから自由に「動かせる」

デジタル技術を用いて

利用者の利便性向上と来館およびフィールドへ行く機会を増やす

・標本は調査データを基に対象生物を地図表示

・時間スライドバーを操作し、生物の生息地変遷を可視化

イメージ：生物のいる場所が色分けどこに多くいるかも分かる



・植物標本撮影ワークフローの実践から標準化へ
・ラベル情報読み取りの機械学習資料を増加
・技術移転可能な撮影装置設計

INNOVATE MUSEUM事業（令和５年度文化芸術振興費助成金）

「自然史デジタルミュージアム推進事業」・・４つの事業

２．資料デジタルイメージング拠点整備の運用と拡充

令和4年度：（先行拠点）兵庫県立人と自然の博物館、大阪市立自然史博物館

令和5年度：（新規拠点）滋賀県立琵琶湖博物館

琵琶湖博物館地下１F 写場にて ２名で撮影作業

→小規模博物館の資料を拠点施設にて、
デジタル化試験、昆虫など他の資料でも課題検討

びわ博の取り組み：歴史的・文化的価値をもつ標本群

対象：橋本忠太郎さく葉標本コレクション
明治後期〜昭和初期に採集された標本群
約２万点 ・・今年度目標 約２０００点

整備方針：高価な備品がなくても設置運用できること

コンパクトに →NPO法人フィールド に委託

・バーコードによるデータと標本の紐付け



研究発信にYouTubeを活用する



・琵琶湖博物館（びわはく）のデジタルアーカイブ

大きく分けて、図鑑・データベース、展示、研究関連だが、ホームページでは
検索しやすいように「学ぶ・調べる」に多くのコンテンツを集約

・博物館クラウド＜I.B.MUSEUM SaaS＞を公開DBに活用する

４つのデータベースを駆使して、API連携をすることで用途にあった

公開サイトを構築

・デジタルアーカイブの構築を推進するための取り組み

人員・備品・技術を獲得するために、国の交付金を利用したり、
他館と連携して技術導入をしている

本日のまとめ
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